
令和 2年度いなべ在宅医療介護連携研究会（令和３年２月２５日） アンケートまとめ 

                               （ご意見欄には主なものを掲載しています） 

問１ 職種について 

医師 1 

歯科医師 2 

薬剤師 2 

看護師 10 

理学療法士 6 

作業療法士 3 

MSW・PSW 3 

介護支援専門員 14 

介護福祉士・介護職員 1 

社会福祉士 1 

行政職員 6 

その他 3 

 

問２ 所属について           

病院 21 

診療所 3 

薬局 2 

居宅介護サービス事業所 11 

地域包括支援センター 5 

行政機関 8 

その他 2 

 

 

問３ 開始時間（19:00）について 

適当 35 

遅い 16 

どちらともいえない 1 
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開始時間（19:00）について



〇2.3.4を選ばれた方は、何時頃の開催が良いかを具体的にご記入ください。 

ＷＥＢ開催は移動がないのでもう少し早いとありがたいです。 

zoomの開催であれば移動する時間がかからないので 18時スタートで良いと思う。 

14:00頃がよい 

当事業所の参加率が、今回はかなり低く、自宅で参加しやすい時間を考える必要もあると感じまし

た。 

★事務局より★ 今後開始時刻について検討していきます。 

 

問４ 開催時間（90分）について 

適当 46 

長い 4 

どちらでもない 2 

 

 

 

 

 

 

問５ ＭＣＳの活用イメージについて  

よくできた 15 

できた 29 

どちらともいえない 8 

 

 

 

 

   〇理由・意見 

情報交換はもちろんのこと，写真や書面もかわせることで、情報が早く伝わり行動が起こせる事が

実感できました。 

他の職種のかたがどう考えてみえるのか、それぞれの事情があることが良くわかりました。 

これまで連絡を受けることが多かったので、また機会を見て自分でもグループを作ったり発信した

りしてみたいと思います。 

自分は多いに活用し便利に思っているので、多くの方に利用していただきたいですね。 

ケアマネ発信のグループを作りたいが、使い方がよく理解出来ていません。 

★事務局より★ 自由グループの活用方法についてご理解いただけたようです。今後も積極的に、新しいグ

ループを作り活用していきましょう。グループ作成方法についてなど、ご質問は事務局にお問い合わせくださ

い。 
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問６ ＷＥＢでの意見交換会について  

大変よかった 9 

よかった 35 

ふつう 6 

あまりよくなかった 2 

 

 

 

 

 

 

   〇理由・意見 

他部門の方の利用状況が分かり、よりイメージがつきやすかった。 

対面とかわらない形でできました。進行役の決め方も示されていてよかったです。ＷＥＢ形式もいろ

んな場面で増えてきたので、最初のころよりも抵抗なくスムーズにできていると思います。楽しかっ

たです。複数参加の方は全員に発言していただけずに残念でした。 

しっかり意見交換もできており、他の参加者も共有できてよかった。自分の知らない事も知ることが

できてよかった。 

色々な意見が聞けて良かったとは思いますが、最終的な結論が出せる場ではないので参考までに

という話し合いは良かったと思います。 

周囲の声がないのでグループワークに集中できました。時間が短く、盛り上がっている途中で終わ

ったのは残念です。もっと普及させるために自分たちに何ができるか、こうしたらのアイディアをだ

しかけていたところでした。グループワークで結構、前向きな気持ちになれたかと思います。 

各分野の方の生の声を聞くことが出来，職種を超えた交流ができました。 

それぞれの職種の方々の前向きな意見がきけて刺激になりました。 

思った以上に利用されていない人が多く、噛み合わない場面もあった。 

 

★事務局より★ グループワークにて直接多職種の方のご意見を聞く機会になったのではないかと思いま

す。また現在ＭＣＳを活用していない方も、グループででた意見を参考にご活用いただければと思います。 

 

問７ ＷＥＢでの意見交換会はいかがでしたか？   

発表者によっては音声が聞き取りにくい場合がありました。 

すごく心配していましたが、スムーズな運用でした。とても良かったと思います。 

自分は困っていないが、事業所内には、「小さい子どもがいるので、自宅で 1時間半も、PCに集中

できない」という人もいた。 

スマホからの参加なので資料の文字が小さく見にくいのが難点です。 

事業所のルールや上役の許可が得られず、MCS導入が出来ない事情をどうして行っていくのか、

個人では何ともならないことを行政さん？どこがどう関わっていくのか、課題だと思う。 
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会社で複数参加する場合、機材が不足していたり、Wi-Fi環境が良くないので充実させる必要があ

ると感じました。 

通信環境やデバイスの処理能力により偏りがある。 

NTTの光ケーブルがいつまでたっても来ないので市からも働きかけてもらいたい 

 

★事務局より★ 本研究会では初めてのＷＥＢグループワークでしたが、すでに経験されている方もおられ、

活発な意見交換ができたグループもあったようです。聴こえ方についての問題は、それぞれＷＥＢ環境の違い

より発生状況が異なりますが、コロナ禍でできる意見交換会として今後もＷＥＢを利用していきたいと考えて

います。 

 

問８ 本研究会へのご意見・ご要望等 

Ｗｅｂでのグループワークへの不安もありましたが、とても参加しやすかったです。今後もこの方

法でいいと思います。 

リモートで研究会をすることについて、すでに知った顔、お人柄もわかっている関係だからうまくい

くと感じました。関係ができていないうえでのリモート、リモートありきにならないようにしていくこ

とが大切かと感じました。 

コロナが落ち着いたらまた親睦会をしましょう。 

コロナ禍においてのＷＥＢ開催はとても有効であると感じます。勉強になりました。ありがとうござ

いました。 

Web開催は始まったばかり。慣れない環境での開催は本当にお疲れ様でした。研修会などは参加

者も開催協力者なので、参加者にも協力できることあれば求めて下さいね。 

ウェブ形式での開催を継続して慣れていくことで、問題点が解決でき、うまくいくようになるので

はないでしょうか。 

また一堂に集まって 研究会ができるといいです。 

 

★事務局より★ 皆さんのご協力のお陰をもちましてＷＥＢでの研修会を大きなトラブルなく終えることがで

きました。コロナ禍のなかでは、今後も開催方法はＷＥＢ中心での開催となると思われます。今回頂いた皆さ

んのご意見を参考に、検討を重ねていきます。 

 

                    研究会への参加、アンケートのご協力ありがとうございました。 


